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1 はじめに
本研究の大前提として生体，環境データを無線で取得できる環境を用

意し，ウェアラブルな実験機器を作成することが必須となっている．

2 実験機器
2.1 e-health
本研究では e-healthという機器を用いる [1]．この機器の大きな特徴

としては最大９つまでのセンサを同時に用い，測定が可能ということで
ある．また，専用のWifiモジュールを用いることによりワイヤレスでの
通信が可能となり本研究で重要視する IoT的な側面を補うことができる．
raspberrypiかArduinoと合わせて使う必要があるが今回はArduinoを
用いている（図 1）．今回用いる e-healthのセンサは

Body temperature（体温）
Pulsioximeter（脈拍）
のつとなっている．
加えて市販のセンサである
Grove (GSR Sensor)
BME280（温湿度気圧センサ）
の２つを用いる予定である．

図 1 e-health

例として脈拍センサでの測定結果を図 2に挙げる．PRbpmは脈拍，
SPo2はヘモグロビンが酸素とどのくらい結合しているかをパーセント
で表示したものである．

図 2 脈拍と Spo2

2.2 Wifi Module for Arduino ”Roving RN-XVee”
Roving RN-XVeeは e-healthで使用できるWifiモジュールのことで

ある．これを用いることによりArduinoにモバイルバッテリーなどで電
力供給を行えば，ワイヤレスでの通信が可能となる．また，e-healthを
二の腕に装着することによりウェアラブル端末としての利用が可能とな
る．本日はこの wifiモジュールを用いた脈波と体温の測定のデモを行う．

3 各センサの性能
・ Body temperature
体温を測定することにより食後の体温の変化や服薬時の体温変化に用

いられる．体温は午前と午後など時間によっても変化する．感情推定や
行動判別の際のセンサの一つとして用いられることもある．

・ Galvanic Skin Response
皮膚の電気伝導度を測定するセンサ．その値は皮膚の水分レベルに

よって変化する．強い感情の変化が起こったときに皮膚の電気抵抗の値
は変化するので，心理的，または生理学的な指標で用いられている．

・ Pulsioximeter
脈波と酸素飽和度を測定するセンサ．脈波を測定することで感情推定

や行動推定の情報の一つとして用いることができる．今回酸素飽和度は
用いない．

・ 温湿度気圧センサ
温度，湿度，気圧を測定できる．このセンサにより環境ごとでの生体

データを取得できる．

4 プログラムの実行
今回作成するプログラムは図 3のようになる [3]．Arduinoからサー

バに GETでデータを送信し、サーバー側では PHPを使ってデータを
受け取ってから保存,受け取ったデータはブラウザから確認するプログ
ラム．サーバーは apacheを用いて立てている．図 4，図 5はその実行
結果,図 6は gnuplotで可視化したものである．

図 3 プログラムのモデル
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図 4 シリアルモニタ

図 5 出力したファイル

図 6 gnuplot

5 研究内容について
生体データと環境データを用いて人に適した環境を見つけるというの

が現段階での大まかな研究テーマとなっている．例として，被験者には
環境データ，生体データを取得されながら英単語を覚えてもらう．その
英単語学習がどういった環境でなら良い学習ができているか，またどう
いった環境ならば学習効率が悪いか，といったことを実験する．その後
に取得したデータを解析し，生体データと環境データを分析するという
のが現段階で考えている実験である．
問題としては具体的な実験内容が決まっていないということ，データ

解析の理論をどういったものを用いるか決まってないこと，センサデー
タの評価基準が決まっていないなどの問題を抱えている．

6 おわりに
今後の課題
理論の勉強（最優先）
現段階ではデータのリアルタイムでの可視化ができていないので前期

中にリアルタイムWEB作成
実験方法を具体的に考える
センサを揃えてある程度データを蓄積してその傾向を知る（どの状況

でどうなるか)
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